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１ 開催日時  令和７年３月31日(月) 

        開会 13時30分 閉会 14時08分 

 

２ 開催場所  市役所 ４階 第２委員会室 

 

３ 出席委員  農業委員 16名 

１ 池ヶ谷 明生 ２ 今村 晴喜  ４ 岩本 剛久  ５ 後藤 直   

６ 櫻井 和也  ７ 澤本 𠮷廣  ８ 柴田 重雄  ９ 柴野 佳代子 

11 鈴木 芳信  12 仲山 和彦  13 原田 勝司    14 増本 努  

15 森下 孝之  17 八木 純子    18 森 孝雄   19 山下 忍 

 

  

４ 欠席委員  ３名  

          ３ 井村 浩幸  10 鈴木 聡   16 守谷 能精 

 

 

５ 議事日程   

  第１ 議事録署名人の指名  

  第２ 議案 第77号 島田市畑作転換による農地の形状変更に関する指導要綱の制定について 

第３ 議案 第78号 職員の任免について 

 

   

６ 農業委員会事務局職員  事務局長   山本 敏幸 

              係   長   薗田 展之 

              主   査   大塚 早矢佳 

              主   事   山嵜 智代 

              主   事   石原 裕之 

              会計年度任用職員 鈴木 斉 

 

 

７ その他市長部局等職員  新規採用職員        梅原 義明 

              健康福祉部国保年金課 書記 大畑 璃沙 
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８ 会議の概要 

○会長（山下 忍） ただいまから令和７年島田市農業委員会３月の臨時総会を開催したします。 

本日の臨時総会を開催するにあたり、委員の出席状況を報告いたします。３番の井村浩幸委員、  

10番の鈴木聡委員、16番守谷能精委員から欠席の届出がありました。本日の出席者は16名です。出

席委員が定数に達しておりますので、これより本日の総会を議事日程により進めていきたいと思い

ます。 

本日の総会の議事日程につきまして、事務局から説明を求めます。 

 

○事務局（薗田係長） （議事日程を朗読） 

 

〔日程第１ 議事録署名人の指名〕 

○会長（山下 忍） それでは本日の議事録署名人を決めたいと思います。私から指名させていただ

くことでご異議ございませんか。 

 

○出席委員 （異議なし） 

 

○会長（山下 忍） それでは議事録署名人は、７番の澤本𠮷廣委員と８番の柴田重雄委員にお願い

いたします。 

次に会議書記の指名を行います。本日の会議書記には、農業委員会事務局職員の薗田係長を指名

いたします。 

 

〔日程第２ 議事〕 

○会長（山下 忍） それでは議事に移らせていただきます。議案第77号 島田市畑作転換による農

地の形状変更に関する指導要綱の制定について、１件を上程いたします。事務局の説明を求めます。 

 

（議案第77号 島田市畑作転換による農地の形状変更に関する指導要綱の制定について） 

○事務局（薗田係長） それでは、１ページをご覧下さい。 

議案第77号 島田市畑作転換による農地の形状変更に関する指導要綱の制定について 

島田市畑作転換による農地の形状変更に関する指導要綱を次のとおり制定する。 

令和７年３月31日 島田市農業委員会会長 山下 忍 

それでは、担当から説明します。 

 

○事務局（山嵜主事） 

島田市では、これまで畑作転換に関して指導要領等が定められておらず、申請書の内容等も比較的

簡易なものでした。その結果、畑作転換届を提出し、農業委員会で受理をしたが、建設残土等、畑作

に適さない土を入れてしまい、無断転用状態となってしまう案件が複数見られました。 

そのため、今回、そういった不適切な畑作転換を防止するため、指導要綱を制定し、形状変更の施

行基準等を定め、申請内容をより明文化することといたしました。 

内容について、具体的に説明させていただきます。 

第１条は、本要綱の目的が記載されております。当該形状変更が適正に行われるよう指導すること

により、優良農地の確保及び近傍農地等の被害の防止を図り、農地の有効活用及び農業生産力の増進

に寄与することを目的と定めております。 

第２条は、用語の意義を説明しています。 

第３条、形状変更を行う事業主体について定めております。事業主体は、当該農地の所有者及び耕

作者（農地法又は農業経営基盤強化促進法（昭和55年法律第65号）に規定する耕作目的の貸借権のあ

るものに限る｡)とします。 
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第４条には、形状変更の施行基準が定められております。基準は（１）から（12）までであり、形

状変更に対する同意は、こちらの基準を満たしたものに対して出すことになります。 

第５条については、届出に必要な添付書類について記載があります。これまでは、位置図、案内図、

構図の写、登記簿謄本のみでしたが、それに加えて、平面図や盛土の縦横断面図、土の採取場所から

届出地までの搬入経路図及び形状変更後の耕作管理計画書を追加で提出させることにより、事業主体

に、より明確な耕作計画を策定させる必要を持たせております。 

第６条では、形状変更の同意等について記されており、第７条では、事業主体は農業委員の同意が

なければ工事に着手してはならない旨が記載されております。 

第８条には、工事が完了し、作付けを開始した場合に、事業完了届出書を速やかに委員会に提出す

るよう記載されております。この届出書には、作付けが完了した段階の写真を添付させるようになっ

ており、確実に畑として使用しているという事実を届出てもらうものです。第４条（９）において、

工事期間は３か月以内とする記載があるため、この届出書は同意から３か月以内に提出する必要があ

ります。 

第９条は、これまで島田市では特に定めていなかった、計画変更の届出について記されております。

同意通知書を受けた後に形状変更の計画を変更する場合には、形状変更計画変更届出書を委員会に提

出させ、第10条に記載があるとおり、再度農業委員の同意を必要とします。 

第11条につきましても、これまで島田市では定められていなかった、形状変更の中止についての記

載となります。計画変更同意通知書を受けた後に形状変更を中止しようとするときは、計画中止届出

書を委員会に提出させるものとします。 

第12条には、届出後の指導等について定められております。委員の皆様には、届出に対する同意後

も必要に応じて現地調査を行い、届出の計画に従い工事及び耕作が行われるよう指導し、計画どおり

に実行されない場合は事業主体に対し理由書及び計画変更届出書の提出を求めるよう、お願いいたし

ます。 

第13条は、事業主体の責務について記載があります。形状変更に伴い周辺の農地、農作物、道路、

水路等について損害を与えた場合又は第三者との間に紛争を生じた場合においては、事業主体自身が、

誠意と責任をもってその解決に当たるものとしております。 

続きまして、各様式について説明いたします。 

様式第１号、形状変更届出書は、これまでの畑作転換届出書に該当するものです。畑に入れる盛土

に関するより具体的な情報と、隣接土地所有者・耕作者への説明状況の確認について記載されること

とし、無断転用とならないよう確約事項を設け、事業主体のみでなく、盛土を実施する施工業者に対

しても確約するようチェック表を設けました。 

様式第２号は、農業委員会で同意があった場合に事業主体に対して通知する同意書であり、様式第

３号は、不同意となった場合に事業主体に対して通知するものです。 

様式第４号は、事業完了届出書であり、先程説明させていただいた通り、畑として作付けが完了し

ている様子の写真を添付させるようになっております。 

様式第５号は同意後の形状変更計画変更に対する届出書、様式第６、７号は、それに対する同意、

不同意書です。 

最後に、様式第８号は、同意後の計画中止に対する届出書となっております。 

全体的に、これまでの届出よりも手続き・記載内容・提出書類がより複雑化させ、届出に対する確

約事項を設けることで、建設残土による盛土に対する抑制力となるよう、制定いたしました。 

この要綱は、令和７年４月１日から施行することとします。 

島田市畑作転換による農地の形状変更に関する指導要綱の制定についての説明は以上です。 

 

○議長（山下 忍） 説明が終わりました。本件につきまして、ご意見ご質問がありましたらお願い

します。 

○出席委員 （質疑なし） 
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○議長（山下 忍） ご質問もないようでございますので採決いたします。 

議案第77号 島田市畑作転換による農地の形状変更に関する指導要綱の制定について、議案の提出ど

おり制定することにご異議ございませんか。 

 

○出席委員 （異議なし） 

 

○議長（山下 忍） 委員全員の賛成をいただきました。よって、本件につきましては、議案の提出

どおり制定することにいたします。 

 

○会長（山下 忍） 次に議案第78号 職員の任免について上程いたします。事務局の説明を求めま

す。 

 

（議案第78号 職員の任免について） 

○事務局（山本局長） それでは、２ページをご覧下さい。 

議案第78号 職員の任免について 

次のとおり、職員を任免するものとする。 

令和７年３月31日 島田市農業委員会会長 山下 忍 

 

それでは、ご説明いたします。 

本議案は去る３月19日に内示がありました令和７年４月１日付け島田市職員の人事異動に伴うもの

です。 

内容ですが、現在、農業委員会事務局に市長部局より５名の職員が出向しております。「農業委員会

等に関する法律」第26条第３項に農業委員会事務局の「職員は、農業委員会が任免する」とされてお

りますので本臨時総会に議案として提出するものです。 

それでは、異動内示のありました職員を紹介いたします。 

まず、令和７年３月31日付けで、農業委員会職員を免じて市長部局へ戻る職員は、主査の大塚早矢

佳です。都市基盤部水道課へ異動します。 

また、令和６年４月１日付けで、農業委員会職員を任命する職員は、新規採用職員の梅原義明です。

農業委員会事務局主査として配属になります。 

続いて、健康福祉部国保年金課書記の大畑璃沙です。農業委員会事務局書記として配属になります。 

以上、内示のありました正規職員の事務局職員の任免について、ご承認を求めるものでございます。 

 

○会長（山下 忍） 事務局からの説明が終わりました。これより質疑に入ります。ご意見ご質問が

ありましたらお願いします。 

 

○出席委員 （質疑なし） 

 

○議長（山下 忍） ご質問もないようでございますので採決いたします。 

議案第78号 職員の任免について、承認することにご異議ございませんか。 

 

○出席委員 （異議なし） 

 

○会長（山下 忍） 委員全員の賛成をいただきました。よって、本件につきましては、議案の提出

どおり事務局職員を任免することにいたします。 

本日の案件は終了いたしました。以上をもちまして、臨時総会を閉会いたします。 


